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議
員
が
町
政
を
問
う

（
一
般
質
問
）
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令和７年11月７日発行

ひ
ろ
の

　子ども達の一生懸命
走る可愛らしい姿に、
会場全体が温かい雰囲
気に包まれた楽しい運
動会になりました。

二次元コードを読み込
むと議会の情報を見
ることができます。
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９

月

定

例

会

令和６年度決算令和６年度決算認定認定

●一般会計
　歳入は57億5756万円で前年度と比較して２億2024万円（3.7％）減少し、歳出は52億4913万円で前

年度と比較して2723万円（0.5％）減少しました。

　町税は32億6788万円で前年度と比較して４億9588万円（13.18％）減少しており、広野ＩＧＣＣパワー

合同会社に係る固定資産税大規模償却資産分による税収の減少が主な要因です。

　町税及び使用料等の収入未済額は、前年度と比較して530万円（8.58％）増加し、6712万円となり

ました。

●特別会計（国民健康保険、土地開発事業、介護保険、後期高齢者医療）
　歳入は15億3446万円で前年度と比較して１億6389万円（9.65％）減少し、歳出は13億4880万円で前

年度と比較して１億3771万円（9.26％）減少しました。

　収入未済額は国民健康保険税で1824万円、介護保険料で612万円、後期高齢者医療保険料（普通徴収）

で16万円となりました。

●下水道事業会計
　令和６年度は公営企業会計に移行して初年度の決算となります。

　経常利益が2434万円で経常収支比率が110％と良好な値を示していますが、営業費用に係る財源不

足を一般会計からの負担金により補填しているため、営業収支比率が100％を大きく下回る21.6％と

健全な経営とは言えない状況になっています。

　資本的収支においても不足額を引継金及び当年度損益勘定留保資金で補てんしているため、後年度

における更新費用の財源を十分確保できない状況となっています。

　各会計の歳入歳出決算等は正確なものと認め、予算の執行についても、

適正かつ効率的に行われていると認めました。

　町の財政状況は、広野火力発電所の固定資産税大規模償却資産分への依

存度が依然として高い状況にあります。

　財政力を示す指標である財政力指数は、令和６年度は1.3となり、普通交

付税が交付されない不交付団体となりました。

　令和７年度以降、広野ＩＧＣＣパワー合同会社に係る固定資産税大規模

償却資産分は毎年逓減する税収であることを鑑み、令和６年度に実施した

施策の結果を検証するとともに、町民のための優先事業等を見極め、さら

なる財政の健全化を図る必要があると思います。

　国民健康保険や介護保険特別会計の給付費は、依然として高い水準で推移しており、引き続き特定

健康診査の受診率の向上に努めていただくとともに、高齢者の疾病の早期発見、適正医療による重症

化防止により、歳出の削減に努めるよう要望します。

　公共下水道事業は、住民の良好な生活環境の維持と公共用水域の水質保全という重要な役割を担う

公共インフラであることから、今後も厳しい財政状況が予測されますが、引き続き計画的な施設整備

や処理場経費等の削減、定期的な料金体系の見直しなど、健全経営に向け努められ、一般会計からの

負担金を極力減らすよう努めることを要望します。

令和６年度決算のあらまし

決算審査報告・審査意見

針
は り う

生　寛
ひろみ 


美
代表監査委員

　令和７年第３回定例会を９月８日から11日までの４日間の会期で開きました。

　９月定例会は決算議会であり、令和６年度の一般会計及び特別会計、下水道事業会計の決算

を審議し、全て原案のとおり認定しました。
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定

例
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各会計の決算状況各会計の決算状況
　　　　 　（単位：千円）　　　　 　（単位：千円）

会　　計　　別 予　算　額
決　　算　　額 歳 入 歳 出

差 引 額
（形式収支）

翌 年 度 へ
繰り越すべき
財 源

実 質 収 支
歳 入 総 額 歳 出 総 額

一　般　会　計 5,810,293 5,757,564 5,249,137 508,427 108,893 399,534 

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 736,864 723,213 659,198 64,015 0 64,015 

土 地 開 発 事 業 36,091 36,106 35,594 512 0 512 

介 護 保 険 713,192 708,234 587,763 120,471 0 120,471 

後期高齢者医療 66,780 66,915 66,246 669 0 669 

小  　計 1,552,927 1,534,468 1,348,801 185,667 0 185,667 

合　計 7,363,220 7,292,032 6,597,938 694,094 108,893 585,201 

一般会計歳出決算・貯金と借金の推移

0円

10億円

20億円

30億円

40億円

50億円

60億円

70億円

80億円

53億2469万円 
57億380万円 

71億2874万円 

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

一般会計歳出決算額 財政調整基金
（貯金）

一般会計地方債
（借金）

52億7637万円 52億4913万円 

24億4702万円 
19億7049万円 

17億6763万円 15億6596万円 

28億7099万円 

13億7412万円 

38億330万円 

11億9532万円 

41億7170万円 

12億1746万円 

財　政　指　標財　政　指　標

指　標

実質収支比率 経常収支比率 公債費負担比率 財政力指数

　標準財政規模に対す
る実質収支額の割合

　経常経費に充てた
一般財源の経常一般
財源に対する割合

　公債費に充当され
た一般財源の一般財
源総額に対する割合

　財政力を表す指数、
１を超えるほど余裕
財源を保有

基準等 3 ～ 5%適正 80%以下 15%以上警戒 １以上で不交付団体

実績値 11% ※１ 76.9% 3.4% 1.30

前年度比 4.1%改善 17.6%落込み 0.3%改善 0.14落込み

※１ 適正基準よりで予算残額が多い状況

　　　　 　（単位：千円）　　　　 　（単位：千円）

会　　計　　別 収 益 的 収 入 総 額 収 益 的 支 出 総 額 資 本 的 収 入 総 額 資 本 的 支 出 総 額

下水道事業会計 274,781 252,848 37,437 90,382 
公営
企業
会計
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分
納
誓
約
と
徴
収
員
配
置
は
？

質疑質疑

不
納
欠
損
の
内
訳
は
？

質疑質疑

収
入
未
済
の
処
理
は
？

質疑質疑

補
正
予
算
減
額
の
理
由
は
？

質疑質疑 　

税
滞
納
防
止
へ
分

納
誓
約
を
活
用
し
、

徴
収
員
配
置
の
対
応

は
検
討
さ
れ
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

　

不
納
欠
損
額
１
３

７
万
５
２
４
０
円
の

内
訳
は
、
ど
の
よ
う

な
内
容
か
伺
い
ま
す
。

　

収
入
未
済
額
６
０

０
万
は
単
年
度
扱
い

か
、
将
来
的
に
不
納

欠
損
に
回
る
理
解
で

よ
い
か
伺
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
５
億
９

０
０
０
万
の
う
ち
９

８
０
０
万
減
額
は
、

後
期
高
齢
者
移
行
が

主
な
要
因
か
伺
い
ま

す
。

渡
邉
　
忠
義 

議
員

高
木
　
光
雄 

議
員

遠
藤
　
浩 

議
員

渡
邉
　
忠
義 

議
員

　

震
災
以
前
は
臨
時
配

置
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
徴
収
員
を
設

置
せ
ず
滞
納
処
分
を
重

視
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
よ
り
良
い
徴
収
方
法

を
検
討
す
る
予
定
で
す
。

　

不
納
欠
損
額
は
、
納

期
限
か
ら
５
年
を
経
過

し
時
効
が
成
立
し
た
た

め
、
徴
収
で
き
な
い
も

の
で
す
。

　

滞
納
整
理
に
よ
り
、

収
納
の
結
果
次
第
で
不

納
欠
損
額
が
変
化
す
る

見
込
み
で
す
。

　

減
額
は
、
後
期
高
齢

者
移
行
や
国
保
離
脱
者

に
よ
る
影
響
で
す
。

猪
狩 
町
民
税
務
課
長

猪
狩 

町
民
税
務
課
長

金
子 

健
康
福
祉
課
長

金
子 

健
康
福
祉
課
長

令
和
６
年
度
一
般
会
計

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

令
和
６
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　令和６年度一般会計決算認定に係る表決の様子

決 

算 

質 

疑

９月
定例会

令
和
６
年
度
決
算
の
審
議
に
あ
た
り
、
各
議
員

か
ら
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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９

月

定

例
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各 議 員 の 評 価 ・ 提 言各 議 員 の 評 価 ・ 提 言
令和６年度決算令和６年度決算

つなげよう！令和８年度予算編成へつなげよう！令和８年度予算編成へ
　令和６年度の町政運営を各議員はどう評価したのか、決算審議を通して令和８年度予算編成に向
けた提言や期待することなどをお伝えします。

　町決算を通して、町民の生活に直結する事業

や予算の使い道を改めて確認できました。

　今後も町民目線を大切に、安心で暮らしやす

い町づくりに努めてまいります。

西本　久雄 議員 （全決算賛成）

　令和６年度決算は、概ね適切に運営されたと

評価します。

　但し、予算執行については、競争の原理に基

づき安易に随意契約としない事、ガイドライン

に則していても１社のみの見積による随意契約

は極力避けるよう求めます。

遠藤　浩 議員 （全決算賛成）

　令和６年度の決算は歳入歳出ともに適切に行

われたと認識します。

　特に町民の健康づくりや病気の予防対策につい

ては、短期間に結果が出ないことも多くあります。

　町民の皆様も自分のために健康づくりに参加

してください。

門馬まりえ 議員 （全決算賛成）

　歳入歳出ともに適切に運営が行われたものと

認識しますが、町の貯金ともいえる財政調整基

金積立金が続いて増加していることから、補助

金の活用と基金積み増しにとらわれず、活用を

検討すべきと考えます。

西内　玄太 議員 （全決算賛成）

　令和６年度の土地開発会計決算において、前

年度と比較して歳入歳出が減少している状況で

す。

　復興創生の軸となる企業の誘致や雇用、移住・

定住に力を入れて欲しい。

北郷　伯弘 議員 （全決算賛成）

　町の財政運営は、固定資産税の減少に伴い中

長期的に歳入財源の確保は厳しさを増す状況の

ようです。

　歳入歳出の全体像を把握し、事業の必要性や

必要な額について話し合いましょう。

【いつまでもあると思うな親と金】

渡邉　忠義 議員 （全決算賛成）

　歳入歳出ともに適切に執行されました。但し

今後は、歳入の減少が確実なため、事業全般の

前例踏襲を改善し、財政緊縮に努めてほしい。

　さらに、執行部と議員との活発な審議を行う

決算特別委員会の設置を提案いたします。

高木　光雄 議員 （全決算賛成）

渡邉　正俊 議長

同じ賛成でも、
議員の視点は
様々です。
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こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

９月
定例会

決
算
の
ほ
か
、
工
事
請
負
契
約
、
補
正
予
算
、

人
事
、
条
例
等
を
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と

お
り
可
決
（
同
意
）
し
ま
し
た
。

合
宿
の
宿
維
持
補
修
工
事

合
宿
の
宿
維
持
補
修
工
事

狼
山
叶
沢
線
（
７
工
区
）
開
設
工
事

狼
山
叶
沢
線
（
７
工
区
）
開
設
工
事

学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
工
事

学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
工
事

工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
可
決

工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
可
決

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
を
可
決

　

経
年
劣
化
や
設
備
不
具
合
を
補
修
し
、
利
用

者
の
安
全
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施

設
と
し
て
の
資
産
価
値
を
保
全
し
、
将
来
的
な

大
規
模
修
繕
や
建
替
え
に
伴
う
費
用
負
担
を
軽

減
し
ま
す
。

工
事
名
称　

合
宿
の
宿
維
持
補
修
工
事 

工
事
場
所　

下
北
迫
字
大
谷
地
原
地
内

工　
　

期　

着
工　

令
和
７
年
９
月
10
日

　
　
　
　
　

完
成　

令
和
８
年
３
月
31
日

契
約
金
額　

８
５
２
５
万
円

受 

注 

者　

西
本
建
設
株
式
会
社

　

水
源
か
ん
養
保
安
林
整
備
の
作
業
コ
ス
ト
軽

減
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
及
び
労
働
条
件
の
緩

和
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
り
適
正
な
森
林
管
理

を
可
能
と
す
る
た
め
、
林
業
専
用
道
路
を
整
備

し
ま
す
。

工
事
名
称　

林
専
道
狼
山
叶
沢
線
（
７
工
区
）

　
　
　
　
　

開
設
工
事

工
事
場
所　

上
浅
見
川
字
狼
山
地
内
外

工　
　

期　

着
工　

令
和
７
年
９
月
10
日

　
　
　
　
　

完
成　

令
和
８
年
３
月
31
日

契
約
金
額　

１
億
４
９
０
５
万
円

受 

注 

者　

株
式
会
社
金
村
組

　

工
事
内
容
（
金
属
工
事
、
塗
装
工
事
、
仕
上

工
事
、
小
学
校
配
膳
室
改
修
、
仮
設
工
事
、
屋

外
整
備
、
空
気
調
和
設
備
、
換
気
設
備
）
に
変

更
が
生
じ
た
こ
と
に
伴
い
、
契
約
金
額
が
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

工
事
名
称　

広
野
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　
　
　
　
　

建
設
工
事 

工
事
場
所　

中
央
台
三
丁
目
１
番
地
地
内

工　
　

期　

着
工　

令
和
６
年
９
月
12
日

　
　
　
　
　

完
成　

令
和
７
年
10
月
31
日

契
約
金
額　

６
億
１
８
２
０
万
円
（
変
更
前
）

　
　
　
　
　

６
億
２
３
０
３
万
円
（
変
更
後
）

受 

注 

者　

横
山
・
西
本
特
定
建
設
工
事

　
　
　
　
　

共
同
企
業
体

二ツ沼総合公園合宿の宿

狼山叶沢線工事箇所

合宿の宿は維
持補修工事期
間中、閉鎖と
なります。
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定

例

会

令和７年度９月補正予算令和７年度９月補正予算
会計名 補正額 補正後の予算額 主な内容（一般会計）

一 般 会 計 1億    40万円 65億3379万円
●�みかんの丘看板
　設置業務（新規）　   143万円

●�子育て短期支援事業（新規）
12万円

●�防犯灯修繕料
50万円増

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 5026万円 7億3855万円

土 地 開 発 事 業 4595万円 8398万円 

介 護 保 険 1億2129万円 6億5594万円

後期高齢者医療 66万円 6973万円

合　計 3億1856万円 80億8199万円

会　　計　　名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

補 正 額 － ８千円 － －

補正後の予算額 ２億3713万２千円 ２億9158万４千円 3176万７千円 8596万９千円

下水道
事業会計

み
か
ん
の
丘
予
算
配
分
は
？

質疑質疑

防
災
対
策
費
と
は
？

質疑質疑

短
期
支
援
委
託
料
と
は
？

質疑質疑

還
付
金
の
理
由
と
は
？

質疑質疑

　

看
板
費
用
よ
り
も
、

苗
木
育
成
や
増
加
な

ど
将
来
の
生
産
性
向

上
の
た
め
の
予
算
配

分
を
検
討
し
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

　

防
犯
灯
４
ヶ
所
設

置
の
ほ
か
、
防
犯
対

策
費
は
修
繕
等
の
費

用
計
上
も
含
ま
れ
る

理
解
で
よ
い
か
伺
い

ま
す
。

　

子
育
て
短
期
支
援

事
業
の
短
期
支
援
委

託
料
に
つ
い
て
、
内

容
や
具
体
的
な
使
途

の
詳
細
を
伺
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
63
万
７
０
０

０
円
の
還
付
金
は
、

な
ぜ
還
付
さ
れ
た
の

か
理
由
を
伺
い
ま
す
。

遠
藤
　
浩 

議
員

遠
藤
　
浩 

議
員

渡
邉
　
忠
義 
議
員

北
郷
　
伯
弘 

議
員

　

今
後
は
み
か
ん
の
特

産
化
を
目
指
し
、
苗
木

の
増
植
を
進
め
る
と
と

も
に
、
農
家
と
連
携
し

て
耕
作
放
棄
地
の
解
消

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

防
犯
灯
４
ヶ
所
の
球

交
換
に
よ
る
修
繕
料
で
、

当
初
予
算
が
不
足
し
た

た
め
補
正
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

子
育
て
短
期
支
援
事

業
は
、
保
護
者
不
在
時

に
児
童
養
護
施
設
で
児

童
を
24
時
間
預
か
り
世

話
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

令
和
６
年
度
に
年
金

か
ら
仮
徴
収
し
た
保
険

料
が
年
度
を
ま
た
い
だ

た
め
、
今
年
度
予
算
で

還
付
金
を
支
出
し
ま
す
。

黒
田 

産
業
振
興
課
長

佐
藤 

環
境
防
災
課
長

北
郷 

こ
ど
も
家
庭
課
長

金
子 

健
康
福
祉
課
長

み
か
ん
の
丘
看
板
設
置
業
務

防
犯
灯
修
繕
料

子
育
て
短
期
支
援
事
業

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
還
付
金



9 8

定
例
会
・
臨
時
会

渡
わたなべ

辺　 昇
のぼる


 氏
（下北迫）

根
ね も と

本　良
よしまさ


政 氏
（上北迫）

　令和７年９月30日をもって任期満了とな

ることから、渡辺昇氏を適任と認め、教育

委員会委員に再任することに同意しました。

　任期は令和７年10月１日から４年間です。

　令和７年10月14日をもって任期満了とな

ることから、根本良政氏を適任と認め、教

育長に再任することに同意しました。

　任期は令和７年10月15日から３年間です。

　令和７年第４回臨時会を７月９日、１日間の会期で
開き、財産の取得について審議し、全会一致で可決し
ました。

　学校給食衛生管理基準に適合し、省エネル
ギー性や耐久性に優れた厨房機器を導入し、衛
生面の向上を図るとともに、調理スタッフの負
担軽減と作業時間短縮の促進、運用コストの削
減と環境負荷低減を図ります。

品　　目　広野町学校給食共同調理場厨房用備品
数　　量　１式
契約金額　１億1179万円
受 注 者　有限会社坪井商会

７月９日 第４回臨時会

財産の取得を可決学校給食共同調理場厨房用備品学校給食共同調理場厨房用備品

特
注
品
及
び
納
期
確
認
は
？

質疑質疑

太
陽
光
電
力
の
活
用
可
能
か
？

質疑質疑 　

購
入
品
は
市
販
品

か
特
注
品
か
、
特
注

な
ら
納
期
ま
で
に
確

実
に
納
入
可
能
か
伺

い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ

ド
の
太
陽
光
電
力
を

給
食
セ
ン
タ
ー
で
停

電
時
に
活
用
可
能
か

伺
い
ま
す
。

高
木
　
光
雄 

議
員

西
内
　
玄
太 

議
員

　

ほ
と
ん
ど
は
既
製
品

で
す
が
、
建
物
に
合
わ

せ
た
調
整
品
も
あ
り
、

納
期
ま
で
に
納
品
で
き

る
こ
と
を
事
業
者
と
確

認
済
み
で
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は

太
陽
光
パ
ネ
ル
で
発
電

が
可
能
で
、
緊
急
時
に

も
利
用
で
き
る
よ
う
、

施
設
間
で
の
電
力
融
通

も
現
在
構
築
中
で
す
。

遠
藤 

学
校
教
育
課
長

加
賀 

復
興
企
画
課
長

同意を教育委員会委員の任命教育委員会委員の任命 同意を教育長の任命教育長の任命
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意
見
交
換
会
報
告

町執行部より意見の報告書についての回答町執行部より意見の報告書についての回答
町民と議員との意見交換会町民と議員との意見交換会

　令和７年５月28日から30日までの３日間の日程で開催した「町民と議員との意見交換会」。

　全員協議会で意見を取りまとめ、７月22日に議長から町長へ意見の報告書を提出しました。

　意見の報告書に対し、町執行部より回答が届きましたので報告いたします。

要望１　工事等実施の事前周知について
　町が実施する交通規制のある工事や大規模工事等について、現場着工前に広報やチラシなど
により住民へこれまで以上に周知を図ること。

要望２　公共施設の危険箇所の対応について	
　公共施設の修繕を要する箇所について、特に利用者に危険性があるものは、速やかに対応す
ること。

要望３　子育て支援・移住定住に関する事業等の周知について	
　子育て支援や移住定住等に関する実施中の事業について、さらに分かりやすく住民に周知を
図ること。

回　答　復興企画課　	
【広野町公共用地太陽光発電設備設置工事（１期工事）】
　令和６年12月前期行政区回覧、令和７年２月前期 行政区各戸配布	
【広野町再生可能エネルギー導入事業説明会】令和７年２月後期 行政区各戸配布
【旧広野駅舎交流施設改修工事及び仮待合所の設置】令和７年７月前期 行政区回覧	
　今後も状況に応じて、適時適確な周知に取り組みます。

回　答　建設課　	
　今まで以上に日常のパトロールを強化したうえで、修繕を要する箇所については、緊急性が
高いものから計画的に順次対応します。
　住民の憩いの場である施設においても安心・安全に使用できるようパトロールを強化し、修
繕を要するものは迅速に対応します。	

回　答　復興企画課　	
　移住定住に関する情報は、毎月の広報ひろの特集や専用ポータルサイト、ソーシャルメディ
アでのインタビュー掲載、地域おこし協力隊による活動報告、町内外へのパンフレット配架な
どを通じて発信中です。移住者の定住支援としては、町民が暮らしをサポートする「地域応援
サポーター制度」を開始し、地域ぐるみの受け入れ態勢を整えてきました。今後も、情報発信
の充実に取り組みます。

回　答　こども家庭課
  子育て支援に関する実施中の事業の周知については、出産から子育てまでの支援、助成、手当
に関する情報を取りまとめた「子育て応援ＢＯＯＫ」を作成しており、これまで妊婦への配布で
したが、町ホームページや町アプリで周知します。

回　答　建設課　	
　道路改良工事を実施する際には、地域住民を対象に工事説明会を開催し、交通規制があれば
行政区回覧で周知している現状ではありますが、今後においては町ホームページにも掲載し、
町外から来町する方に対しても周知します。
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委

員

会

報

告●
駅
東
側
産
業
団
地

　

二
光
製
作
所
の
進
出
に

つ
い
て
は
、
年
内
に
社
屋

が
完
成
し
令
和
８
年
２
月

の
操
業
開
始
を
目
途
に
計

画
通
り
工
事
が
進
ん
で
い

る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。 

　

同
じ
く
駅
東
側
産
業
団

地
へ
進
出
を
検
討
し
て
い

た
歯
科
医
院
に
つ
い
て
は
、

下
北
迫
字
新
町
地
内
へ
の

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
出
店

計
画
に
参
画
す
る
こ
と
に

伴
い
、
産
業
団
地
へ
の
進

出
は
取
り
や
め
た
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。 

●
駅
東
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　

区
画
の
販
売
状
況
に
つ

い
て
は
、
47
区
画
中
２
区

画
が
売
約
済
み
、
１
区
画

が
成
約
見
込
み
、
１
区
画

が
商
談
中
で
あ
る
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。 

●
新
広
野
駅
舎

　

令
和
７
年
度
末
に
交
流

施
設
改
修
工
事
が
完
了
し
、

令
和
７
年
度
か
ら
８
年
度

ま
で
ロ
ー
タ
リ
ー
整
備
工

事
基
本
設
計
・
実
施
設
計

業
務
を
行
い
、
令
和
10
年

度
か
ら
11
年
度
に
ロ
ー
タ

リ
ー
整
備
工
事
を
行
う
予

定
で
あ
る
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
広
野
駅
交
流
施

設
に
お
け
る
自
動
販
売
機

の
設
置
や
サ
イ
ネ
ー
ジ
、

カ
ウ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
な
ど

内
部
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
が

示
さ
れ
ま
し
た
。 

●
建
設
工
事

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築

に
つ
い
て
は
、
工
事
進
捗

率
は
93
・
５
％
で
あ
り
、

予
定
通
り
進
ん
で
お
り
、

新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
給

食
提
供
開
始
は
令
和
７
年

度
３
学
期
中
を
予
定
し
て

い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。 

　

令
和
８
年
３
月
16
日
以

降
に
は
、
新
給
食
セ
ン

タ
ー
見
学
及
び
給
食
試
食

会
を
予
定
し
て
い
る
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

広
総務文教

野
駅
周
辺
開
発

給
総務文教

食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

委員会 報告委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

広野駅交流施設の内部イメージ

新給食センター（令和７年７月22日時点）

８月７日（木）
総務文教常任委員会
調査件名

●広野駅周辺開発について

●給食センターの改築について
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委

員

会

報

告

委員会 報告委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

●
施
設
概
要

　

全
７
分
団
に
対
し
、
屯

所
７
箇
所
、
ポ
ン
プ
置
場

７
箇
所
を
設
置
し
、
箒
平

の
ポ
ン
プ
置
場
を
除
く
13

箇
所
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
５
台
、
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
８
台
を
配
車

し
て
お
り
、
全
分
団
の

ホ
ー
ス
総
数
は
１
７
５
本
、

総
延
長
は
３
・
５
㎞
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

屯
所
は
毎
月
の
ポ
ン
プ

点
検
や
警
戒
配
備
の
際
に

使
用
さ
れ
て
お
り
、
令
和

６
年
度
は
災
害
等
に
よ
る

団
員
の
出
動
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
点
検
等
で

37
回
の
出
動
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
●
消
防
車
両
の
更
新

　

消
防
車
両
は
石
油
貯
蔵

施
設
立
地
対
策
等
交
付
金

を
活
用
し
て
更
新
し
て
い

ま
す
が
、
広
野
町
立
地
分

の
交
付
が
な
く
な
り
、
い

わ
き
市
隣
接
分
の
み
の
交

付
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
交

付
額
が
大
幅
に
減
少
し
て

お
り
、
令
和
８
年
度
に
更

新
を
予
定
し
て
い
る
第
４

分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
１
台（
配
備
か
ら
34
年
）

に
つ
い
て
は
、
交
付
金
６

年
間
分
を
活
用
し
て
購
入

す
る
よ
う
な
状
況
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
●
消
防
団
員
数

　

消
防
団
員
数
は
令
和
７

年
８
月
現
在
で
、
本
団
を

含
め
た
消
防
団
員
が
定
数

１
６
０
名
に
対
し
89
名
、

　

機
能
別
消
防
団
員
が
定

数
１
０
０
名
に
対
し
73
名

と
な
っ
て
お
り
、
団
員
の

な
り
手
が
少
な
く
、
最
近

加
入
す
る
団
員
は
役
場
職

員
が
ほ
と
ん
ど
の
状
況
と

の
こ
と
で
、
消
防
団
が
上

手
く
活
動
で
き
る
よ
う
、

分
団
の
統
合
や
女
性
消
防

団
員
の
採
用
と
い
っ
た
検

討
も
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

消
産業厚生

防
団
分
団
屯
所

●
整
備
状
況

　

５
工
区
は
岩
盤
の
出
現

や
湧
水
の
発
生
に
よ
り
工

期
を
令
和
７
年
９
月
末
ま

で
延
長
し
て
お
り
、
７
月

末
時
点
の
進
捗
率
は
90
％

で
、
工
事
の
現
場
作
業
は

８
月
末
で
終
わ
る
予
定
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

６
工
区
は
岩
盤
の
出
現

や
湧
水
の
発
生
に
よ
り
工

期
を
令
和
７
年
12
月
末
ま

で
延
長
し
て
お
り
、
７
月

末
時
点
の
進
捗
率
は
40
％

で
、
岩
盤
が
出
現
し
た
エ

リ
ア
は
抜
け
た
状
況
の
た

め
、
工
事
の
現
場
作
業
は

11
月
末
で
終
わ
る
予
定
で
、

更
な
る
工
期
の
延
長
は
な

い
見
込
み
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

６
工
区
の
進
捗
の
遅
れ

に
よ
り
、
終
点
側
８
工
区

の
令
和
７
年
度
施
行
が
困

難
な
状
況
の
た
め
、
７
～

10
工
区
の
４
区
画
を
７
～

９
工
区
の
３
区
画
に
す
る

よ
う
区
割
り
を
変
更
し
、

令
和
７
年
度
は
起
点
側
の

７
工
区
の
み
施
行
し
、
令

和
８
年
度
に
８
～
９
工
区

を
施
行
す
る
予
定
と
の
こ

と
で
し
た
。

●
動
画
研
修

　

厚
生
労
働
省
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
総
合
情
報
サ
イ

ト
か
ら
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
に
関
す
る
研
修
動
画

を
委
員
全
員
で
視
聴
し
ま

し
た
。

　

次
の
調
査
に
向
け
委
員

に
配
布
し
て
い
る
他
町
村

の
倫
理
条
例
等
の
資
料
を

熟
読
し
、
政
治
倫
理
条
例

の
枠
組
み
と
必
要
項
目
の

整
備
に
着
手
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

林議
産業厚生特 別

専
道
狼
山
叶
沢
線

会
政
治
倫
理
条
例

８月８日（金）
産業厚生常任委員会
調査件名
●所管施設の調査について

　・消防団分団屯所

●�林業専用道整備事業

　（狼山叶沢線）について

現地調査の様子（第１分団屯所）

　消防ホースや防火服のほか、水防活動時にも使
用できる雨具やライフジャケットなど、活動器具
及び装備品の整備状況も確認しました。
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一般
質問

７人７人の議員がの議員が

町政を問う町政を問う

　一般質問は、行政全般にわたって執行
機関に疑問点をただし、説明を求めたり、
所信を問いただすものです。

北郷　伯弘
●教育、東京大学等学術研究機関での海外交流の展開に
向けて

●みかんを活用した特産品の産業化への支援体制について
P13

西内　玄太
●第35回広野町民号に係る事業実施手続きについて
●募金の集金について
●職員に対するハラスメントの防止について

P14

渡邉　忠義
●童謡のまちのメロディーロードの提案について
●小中学生の「学力低下」が確認されたとの新聞報道に
ついて

P15

遠藤　　浩 ●津波警報の対応について P16

門馬まりえ
●健康づくりの推進について
●生活再建について P17

高木　光雄
●広野駅東側開発事業区域の賃貸借契約について
●町内立地の火力発電所の現状について
●講演の実績について

P18

西本　久雄

●町内公園等における維持管理の現状と今後の改善方策に
ついて

●盛土工事における安全管理と防災対策について
●町民に示すべき町の将来に向けた町政の方針と施策の展
開について

P19
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広野中学校グローバル・デイの様子

北
きたごう

郷　伯
みちひろ

弘 議員

外
国
語
教
育

み
か
ん

今
後
の
展
望
は
？

教
育
長
／
事
業
内
容
等
を
勘
案
し
て
検
討

特
産
品
の
開
発
は
？

町
長
／
み
か
ん
ワ
イ
ン
な
ど
開
発
中

北
郷
…
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

増
加
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
の
必
要
性
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
問
題
解
決

力
等
を
育
成
す
る
教
育
環

境
の
展
望
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

北
郷
…
「
東
北
に
春
を
告

げ
る
町
ひ
ろ
の
」
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
新

た
な
み
か
ん
を
活
用
し
た

特
産
品
の
開
発
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

町
長
…
民
間
で
「
み
か
ん

ジ
ュ
ー
ス
」、「
み
か
ん
サ

イ
ダ
ー
」
を
製
品
開
発
し

て
い
る
ほ
か
、
岩
手
県
葛

巻
町
と
令
和
５
年
に
締
結

し
た
「
特
産
品
振
興
・
観

光
交
流
に
関
す
る
協
定
」

に
基
づ
き
、「
み
か
ん
ワ

イ
ン
」
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
令
和
７
年
度

試
作
品
の
完
成
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

当
町
農
業
委
員
会
で
は
、

本
年
７
月
に
静
岡
県
農
林

技
術
研
究
所
に
み
か
ん
の

栽
培
管
理
に
つ
い
て
、
調

査
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
長
…
本
町
の
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
外
国
語
指
導
助
手

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
、「
東
日

本
国
際
大
学
留
学
生
と
の

交
流 

グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ

イ
」、
小
学
５
年
生
か
ら

中
学
２
年
生
ま
で
の
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
の

異
文
化
交
流
宿
泊
体
験
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

諸
外
国
の
文
化
・
伝
統

等
の
理
解
と
交
流
を
通
し

て
、
自
国
の
文
化
・
伝
統

等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

英
語
で
広
野
町
の
歴
史
と

文
化
及
び
小
中
学
生
の
広

野
町
に
対
す
る
思
い
を
発

信
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

新
た
な
海
外
派
遣
事
業

の
展
開
に
つ
い
て
は
、
事

業
内
容
並
び
に
世
界
の
社

会
情
勢
等
を
勘
案
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
協
議
会
で

は
、
み
か
ん
の
特
産
品
開

発
の
展
望
を
協
議
し
て
い

ま
す
。

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
研
究
所

と
、
森
林
再
生
・
復
興
へ

の
取
組
み
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ツ
リ
ー
事
業
の
一
環
と
し

て
、
二
ツ
沼
総
合
公
園
内

に
約
70
本
の
「
み
か
ん
の

木
」
の
植
樹
の
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

み
か
ん
の
生
産
量
を
確

保
す
る
こ
と
、
み
か
ん
栽

培
に
意
欲
が
あ
る
農
業
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て
検
討

し
、
み
か
ん
を
捉
え
た
特

産
品
の
開
発
を
展
望
し
て

い
き
ま
す
。
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西
にしうち

内　玄
げんた 


太 議員

町
民
号

募
金
の
集
金

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

契
約
手
続
き
適
切
か
？

町
長
／
適
切
と
捉
え
て
い
る

区
長
へ
の
依
頼
は
適
切
か
？

町
長
／
適
当
と
受
け
止
め
て
い
る

防
止
条
例
の
制
定
は
？

町
長
／
議
会
の
意
見
踏
ま
え
取
り
組
む

西
内
…
随
意
契
約
に
よ
る

契
約
手
続
き
を
と
る
に

至
っ
た
経
緯
を
伺
い
ま
す
。

町
長
…
前
回
、
町
民
号
の

業
務
を
受
託
し
た
事
業
者

に
対
応
に
つ
い
て
確
認
し

た
と
こ
ろ
対
応
が
難
し
い

と
の
回
答
だ
っ
た
た
め
、

過
去
に
町
民
号
の
受
託
実

績
の
あ
る
常
磐
交
通
観
光

に
対
し
、
当
該
事
業
の
対

応
に
つ
い
て
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
対
応
が
可
能
で
あ

る
と
の
こ
と
か
ら
、
旅
行

企
画
・
実
施
業
者
に
選
定

し
、
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

西
内
…
社
会
福
祉
協
議
会

で
実
施
し
て
い
る
募
金
の

推
進
に
つ
い
て
、
集
金
の

協
力
を
各
行
政
区
長
等
に

依
頼
す
る
こ
と
は
適
当
と

考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
各
行
政
区
長
に
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員

も
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お

西
内
…
現
在
ま
で
に
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
疑
い
が
あ
る

事
案
等
の
報
告
・
相
談
等

が
あ
っ
た
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
現
在
ま
で
に
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
疑
い
が
あ
る

事
案
等
の
報
告
・
相
談
等

は
あ
り
ま
せ
ん
。

西
内
…
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
早
期
に
実
施
す
る
考
え

は
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
今
後
、
職
員
に
対

し
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

西
内
…
特
別
職
、
議
員
並

び
に
事
業
者
等
も
対
象
に

含
め
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に
関
す
る
条
例
を
制
定

す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
い

ま
す
。

西
内
…
契
約
日
と
事
業
着

手
日
を
伺
い
ま
す
。

町
長
…
令
和
７
年
４
月
４

日
に
契
約
を
締
結
し
、
同

日
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

西
内
…
本
事
業
に
お
け
る

一
連
の
手
続
き
等
が
適
切

だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
か

認
識
を
伺
い
ま
す
。

町
長
…
実
施
日
ま
で
期
間

が
短
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

３
月
定
例
会
で
の
一
般
会

計
予
算
議
決
後
の
令
和
７

年
３
月
21
日
に
募
集
チ
ラ

シ
を
行
政
区
回
覧
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
、

令
和
７
年
４
月
７
日
か
ら

応
募
を
受
け
付
け
る
対
応

を
行
い
ま
し
た
。

　

契
約
の
準
備
行
為
で
あ

る
公
告
や
落
札
候
補
者

（
契
約
予
定
者
）
の
決
定

を
行
う
指
名
通
知
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
ま
で
に
行

う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
連
の
手
続
き
に
つ
き

ま
し
て
は
適
切
で
あ
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。

り
、
行
政
区
の
意
向
を
踏

ま
え
、
集
金
方
法
の
あ
り

方
を
慎
重
に
検
討
し
手
続

き
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

募
金
制
度
本
来
の
趣
旨

に
賛
同
し
て
い
た
だ
い
た

評
議
員
の
方
へ
募
金
活
動

の
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と

は
適
当
で
あ
る
と
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。

町
長
…
広
野
町
議
会
に
お

け
る
「
政
治
倫
理
条
例
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
町
が
包
括
的
に
一
体

と
し
て
捉
え
る
条
例
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

西
内
…
第
三
者
機
関
に
よ

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
考
え
は
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
現
況
に
鑑
み
て
第

三
者
機
関
に
よ
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
相
談
窓
口
を
設
置

す
る
に
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
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渡
わたなべ

邉　忠
ただよし

義 議員

メ
ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー
ド

学
力
低
下

町
長
の
考
え
は
？

町
長
／
有
益
と
受
け
止
め
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
影
響
は
？

教
育
長
／
接
続
時
間
の
制
限
で
対
応

渡
邉
…
昨
年
９
月
の
福
島

相
双
復
興
推
進
機
構
主
催

に
よ
る
大
学
生
観
光
ま
ち

づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
に

お
い
て
、
黄
色
い
小
鳥

チ
ー
ム
に
よ
り
広
野
小
高

線
（
浜
街
道
）
約
１
・
５

㎞
に
童
謡
「
汽
車
」「
と

ん
ぼ
の
め
が
ね
」
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
ロ
ー
ド
を
設
置
す

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
準

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
メ
ロ
デ
ィ
ー

ロ
ー
ド
が
と
な
り
町
で
計

画
さ
れ
て
い
る
と
の
話
を

聞
き
ま
し
た
が
、
町
長
は

ご
存
知
か
伺
い
ま
す
。

渡
邉
…
こ
れ
ま
で
に
、
貸

出
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
の
学
校
・
家
庭

で
の
利
用
の
調
査
や
携
帯

電
話
な
ど
常
に
携
帯
し
て

い
る
か
の
調
査
を
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

午
後
８
時
ま
で
し
か
利

用
で
き
な
い
そ
う
で
す
が
、

睡
眠
時
間
に
影
響
が
あ
る

か
伺
い
ま
す
。

教
育
長
…
教
育
委
員
会
で

こ
れ
ら
の
調
査
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

に
つ
い
て
は
、
長
時
間
の

使
用
は
視
力
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
、
生
活
リ
ズ
ム
を

崩
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
つ
い
て
は
、

午
後
８
時
か
ら
翌
日
午
前

８
時
ま
で
接
続
が
で
き
な

い
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま

す
。

町
長
…
と
な
り
町
に
お
け

る
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、

承
知
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

「
童
謡
の
ま
ち
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
ロ
ー
ド
」
の
提
案

は
有
益
な
取
り
組
み
と
受

け
止
め
、
広
域
的
な
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
よ
る
新
た
な
事

業
展
望
を
捉
え
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

渡
邉
…
中
学
校
の
英
語
ス

コ
ア
が
下
が
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
３
年
生

の
英
語
検
定
３
級
合
格
者

は
ど
の
位
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

教
育
長
…
令
和
６
年
度
の

合
格
実
績
は
、
中
学
３
年

生
は
延
べ
受
験
者
数
58
人

中
13
人
で
し
た
。

渡
邉
…
教
員
の
採
用
倍
率

の
低
下
で
小
学
校
高
学
年

を
教
え
る
に
は
学
力
に
不

安
の
あ
る
教
員
が
増
え
、

理
想
的
な
授
業
が
で
き
る

教
員
が
減
っ
た
と
の
こ
と

で
す
が
、
教
員
の
人
事
異

動
に
関
す
る
教
育
長
の
ご

努
力
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
…
授
業
力
や
教
務

の
仕
事
内
容
に
精
通
し
た

教
員
を
配
置
す
る
よ
う
要

望
し
、
確
保
に
努
め
て
い

ま
す
。

渡
邉
…
小
中
学
生
図
書
の

貸
出
利
用
状
況
を
伺
い
ま

す
。

教
育
長
…
中
学
校
で
の
令

和
６
年
度
と
の
比
較
で
は
、

利
用
者
数
が
１
・
２
倍
、

貸
出
冊
数
が
２
・
７
倍
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
要
因
と
し
て
は
、

学
校
司
書
の
配
置
に
よ
り
、

図
書
室
環
境
の
整
備
、
図

書
館
便
り
の
発
行
に
よ
る

啓
も
う
、
授
業
で
の
図
書

室
利
用
を
促
進
し
た
こ
と

や
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
の
実
施
に
伴
う
長
期
休

業
期
間
中
の
貸
出
冊
数
増

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

メロディーロード設置の提案がされた広野小高線（浜街道）

メロディーロードとは？

道路の路面表面に横方向の溝を決めら

れた間隔で設置（切削）し、車両が通

過する際のタイヤと路面の間で発生す

る走行音を使って、メロディーを奏で

るものです。
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遠
えんどう

藤　　浩
ひろし

 議員

津
波
警
報

訓
練
成
果
は
発
揮
さ
れ
た
か
？

町
長
／
成
果
が
活
き
た
と
捉
え
る

遠
藤
…
７
月
30
日
の
カ
ム

チ
ャ
ツ
カ
沖
の
地
震
に
伴

い
太
平
洋
沿
岸
に
広
く
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
が
、
住
民
避
難
お
よ
び

避
難
誘
導
は
、
ど
の
よ
う

な
基
準
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
広
野
町
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、
避
難
指

示
の
発
令
、
消
防
団
員
を

招
集
し
、
双
葉
警
察
署
の

協
力
の
も
と
、
災
害
対
応

者
の
身
の
安
全
を
考
慮
し

な
が
ら
必
要
な
避
難
対
応

を
行
い
ま
し
た
。

遠
藤
…
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の

配
信
や
防
災
行
政
無
線
に

よ
る
避
難
放
送
は
、
津
波

警
報
の
発
表
か
ら
何
分
後

に
実
施
さ
れ
た
か
伺
い
ま

す
。

町
長
…
午
前
９
時
40
分
の

発
表
後
避
難
指
示
区
域
の

設
定
か
ら
、
１
時
間
７
分

後
の
午
前
10
時
47
分
に
エ

リ
ア
メ
ー
ル
に
て
避
難
指

示
を
発
令
、
そ
の
１
分
後

の
午
前
10
時
48
分
に
防
災

行
政
無
線
で
放
送
し
ま
し

た
。

遠
藤
…
国
道
や
県
道
の
通

行
止
め
に
連
動
し
て
、
町

道
の
通
行
止
め
や
警
戒
等

の
対
策
を
取
ら
れ
た
の
か

伺
い
ま
す
。

町
長
…
町
道
に
お
い
て
は

避
難
の
た
め
の
渋
滞
発
生

に
配
慮
し
、
か
つ
避
難
経

路
を
確
保
す
る
た
め
通
行

止
め
を
行
わ
な
い
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

遠
藤
…
津
波
警
報
発
表
後

も
宮
田
地
区
に
お
い
て
寄

宿
舎
建
設
の
工
事
を
続
け

て
い
た
の
が
現
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

行
政
か
ら
の
注
意
喚
起

は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
考

え
ま
す
が
、
町
長
は
ご
存

じ
だ
っ
た
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
把
握
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
建
設
現
場

は
町
道
本
町
・
宮
田
線
沿

い
に
あ
り
、
環
境
防
災
課

は
５
回
以
上
巡
回
し
、
現

場
周
辺
の
注
意
喚
起
に
適

切
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

遠
藤
…
毎
年
津
波
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
津
波
警
報
を
受
け

訓
練
内
容
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
た
と
お
考
え
か
伺
い

ま
す
。

町
長
…
県
や
警
察
、
消
防

団
等
の
関
係
機
関
と
の
協

力
体
制
、
職
員
に
よ
る
避

難
所
の
円
滑
な
運
営
や
福

祉
避
難
所
で
の
丁
寧
な
対

応
に
つ
い
て
、
全
体
と
し

て
訓
練
の
成
果
が
活
き
た

と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

参集した消防団員

避難所の様子（公民館）
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７月にリニューアルした保健センタートレーニングルーム

門
も ん ま

馬 まりえ 議員

健
康
づ
く
り

生
活
再
建

健
康
寿
命
の
対
策
は
？

町
長
／
２
次
健
康
づ
く
り
の
推
進

町
民
へ
の
物
価
対
策
は
？

町
長
／
独
自
の
支
援
実
施

門
馬
…
町
は
、
年
代
の
身

体
的
な
状
況
等
に
応
じ
た

健
康
課
題
を
的
確
に
捉
え
、

課
題
に
応
じ
た
保
健
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
保
健
指
導

の
有
所
見
者
状
況
は
、
心

臓
病
や
脳
血
管
疾
患
等
が

多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。　

　

早
期
生
活
習
慣
病
予
防

を
目
指
し
、
健
康
寿
命
の

延
伸
を
し
て
い
く
た
め
に
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

門
馬
…
町
は
、
国
が
進
め

た
各
種
施
策
、
町
の
要
望

支
援
策
と
合
わ
せ
、
町
独

自
の
取
り
組
み
を
推
し
進

め
、
町
民
に
寄
り
添
っ
た

支
援
策
を
講
じ
て
き
ま
し

た
。

　

現
在
、
国
は
、
国
民
の

生
活
を
安
定
さ
せ
る
各
種

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
国
の
施
策
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

町
長
…
生
活
必
需
品
の
価

格
上
昇
は
、
町
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
家
計
へ
の
負
担
増
が

顕
著
で
あ
る
と
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。

　

電
気
・
ガ
ス
等
の
光
熱

費
の
上
昇
が
経
営
を
圧
迫

し
、
町
内
経
済
全
体
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

町
長
…
町
で
は
、「
第
２

次
広
野
町
健
康
づ
く
り
計

画
」
を
基
に
「
家
庭
」「
地

域
」「
行
政
」
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
取
り
組
み
、
成

果
指
標
を
設
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
１
つ
目
は
、
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
生
活
習

慣
の
見
直
し
や
医
療
機
関

受
診
の
勧
奨
。

　

２
つ
目
は
、
持
続
可
能

な
健
康
づ
く
り
を
意
識
し

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
推
奨
、

民
間
企
業
と
の
連
携
協
定

に
基
づ
く
知
見
を
活
用
し

た
健
康
増
進
及
び
早
期
生

活
習
慣
病
の
予
防
。

　

３
つ
目
は
、
保
健
師
の

家
庭
訪
問
な
ど
を
通
じ
、

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
し
な
が
ら

十
分
な
睡
眠
が
取
れ
る
よ

う
町
民
の
方
そ
れ
ぞ
れ
の

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、

町
と
い
た
し
ま
し
て
国
や

県
の
制
度
を
最
大
限
に
活

用
し
つ
つ
、
臨
時
給
付
金

の
支
給
、
宿
泊
事
業
者
へ

の
補
助
金
の
交
付
、
高
齢

者
等
の
タ
ク
シ
ー
利
用
料

の
軽
減
な
ど
、
町
独
自
の

支
援
策
を
講
じ
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
町
の
復
興
創
生

に
向
け
て
中
長
期
的
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
安

定
化
と
地
域
経
済
の
持
続

可
能
性
を
高
め
る
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
国
・
県
の
新

た
な
施
策
等
と
連
動
し
な

が
ら
、
町
民
や
事
業
者
の

声
を
丁
寧
に
伺
い
、
物
価

高
対
策
を
適
時
適
確
に
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
環
境
に
応
じ
た
働
き

か
け
。

　

こ
れ
ら
の
重
点
を
置
い

た
取
り
組
み
の
積
み
重
ね

が
、
健
康
長
寿
の
延
伸
に

結
実
す
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
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高
た か ぎ

木　光
み つ お

雄 議員

駅
東
側
開
発
事
業
用
地

返
還
請
求
さ
れ
た
要
因
は
？

町
長
／
短
期
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結

高
木
…
今
年
７
月
の
全
員

協
議
会
で
、
駅
東
側
開
発

事
業
に
お
け
る
土
地
の
賃

貸
借
契
約
に
関
し
て
、
地

主
よ
り
町
に
対
し
返
還
請

求
を
起
こ
さ
れ
、
法
的
手

段
の
下
で
合
意
を
図
っ
て

い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
駅
東
側
開

発
事
業
に
お
け
る
地
権
者

は
何
名
で
す
か
。
そ
の
う

ち
賃
貸
借
契
約
者
数
と
売

買
契
約
者
数
を
伺
い
ま
す
。

町
長
…
地
権
者
は
44
名
、

賃
貸
借
契
約
者
は
１
名
、

売
買
契
約
者
は
38
名
、
未

契
約
者
は
５
名
で
す
。

　

な
お
、
そ
の
５
名
の
土

地
に
つ
い
て
事
業
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

高
木
…
返
還
請
求
さ
れ
た

場
所
に
は
、
清
水
建
設
株

式
会
社
所
有
の
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
及
び
広
野
町
商
工
会

事
務
所
が
存
在
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
両
方
に
は
、

具
体
的
な
報
告
、
説
明
し

た
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
復
興
企
画
課
長
が

出
向
い
て
具
体
的
な
説
明

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

高
木
…
返
還
請
求
を
起
こ

さ
れ
た
最
大
の
要
因
及
び

調
停
案
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
道
路
や
建
物
建
築

を
含
む
土
地
利
用
を
前
提

と
し
た
契
約
で
は
な
く
、

使
用
期
限
を
10
年
と
い
う

短
期
の
賃
貸
借
契
約
を
締

結
し
た
こ
と
に
要
因
が
あ

る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

調
停
案
に
つ
き
ま
し
て

は
、
双
方
の
帰
責
事
由
に

応
じ
た
割
合
で
公
平
な
も

の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

火
力
発
電
所

講
演
実
績

廃
止
ユ
ニ
ッ
ト
の
展
望
は
？

町
長
／
新
た
な
発
電
施
設
を
要
望

講
演
の
成
果
は
？

町
長
／
町
内
外
で
25
回
実
施

高
木
…
株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ

Ａ
及
び
広
野
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
パ

ワ
ー
合
同
会
社
は
税
収
の

一
番
重
要
な
会
社
で
す
。

　

両
社
へ
今
後
、
何
を
一

番
求
め
て
い
く
考
え
な
の

か
伺
い
ま
す
。

高
木
…
町
長
は
、
約
12
年

間
、
町
政
の
ト
ッ
プ
と
し

て
、
東
日
本
大
震
災
や
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
後
の
復
旧
・
復
興
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

町
長
に
就
任
後
、
町
内

外
で
の
講
演
回
数
と
延
聴

講
者
数
を
伺
い
ま
す
。

町
長
…
講
演
数
は
25
回
、

延
聴
講
者
数
は
約
１
３
８

０
名
で
す
。

高
木
…
講
演
で
町
長
自
ら

が
先
頭
に
立
っ
て
、
何
を

最
も
重
視
し
て
実
施
し
た

と
訴
え
た
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
両
発
電
所
の
安
定

し
た
操
業
は
、
法
人
町
民

税
や
固
定
資
産
税
と
い
っ

た
貴
重
な
税
収
基
盤
及
び

雇
用
の
確
保
に
直
結
し
て

お
り
ま
す
。

　

発
電
所
の
円
滑
な
運
営

と
脱
炭
素
に
向
け
た
着
実

な
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で

要
望
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
発
電
設
備
の
リ
プ
レ

イ
ス
、
廃
止
さ
れ
た
ユ

ニ
ッ
ト
エ
リ
ア
の
新
た
な

発
電
施
設
の
展
望
へ
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
長
…
町
が
締
結
す
る
学

術
協
定
を
捉
え
、
本
町
へ

の
支
援
・
協
力
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
、「
復
興
知
」

事
業
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
、

福
島
復
興
の
伝
承
、
風
評
、

風
化
を
抑
制
す
る
こ
と
で

す
。

高
木
…
町
の
帰
還
率
は
、

こ
こ
数
年
約
90
％
で
す
が
、

こ
の
数
値
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

町
長
…
有
事
の
際
、
帰
還

の
捉
え
方
に
つ
い
て
、
帰

還
率
90
％
の
数
値
は
、
ほ

と
ん
ど
の
町
民
が
、
自
ら

の
意
志
に
よ
り
、
一
定
の

理
解
の
下
で
帰
町
が
成
し

得
た
も
の
と
重
く
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。
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西
にしもと

本　久
ひ さ お

雄 議員

公
園
維
持
管
理

盛
土
防
災
対
策

町
長
選
挙

管
理
体
制
の
確
保
は
？

町
長
／
省
力
化
の
方
策
を
検
討

監
視
・
管
理
体
制
は
？

町
長
／
区
域
の
見
回
り
を
実
施

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は
？

町
長
／
住
み
や
す
い
町
を
創
る

西
本
…
公
園
は
住
民
の
憩

い
の
場
・
防
災
時
の
避
難

空
間
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

管
理
体
制
の
確
保
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、
公
園
管
理
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法

や
対
応
策
を
講
じ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
住
宅
団
地
等
に
あ

る
小
規
模
な
公
園
に
つ
い

て
は
、
町
有
地
除
草
工
事

及
び
行
政
区
独
自
の
除
草

作
業
、
職
員
等
が
巡
回
を

行
い
除
草
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

西
本
…
町
の
盛
土
に
つ
い

て
、
法
高
10
ｍ
以
上
の
箇

所
、
同
様
な
施
工
中
の
箇

所
は
あ
り
ま
す
か
。

　

ま
た
、
監
視
・
管
理
の

体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
法
高
10
ｍ
以
上
の

箇
所
は
町
道
で
３
箇
所
あ

り
、
本
年
度
、
施
工
中
の

箇
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

監
視
・
管
理
体
制
と
し

て
、
町
道
は
週
２
回
の
パ

ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
異
常

等
を
確
認
し
た
場
合
は
補

修
を
行
っ
て
お
り
、
宅
地

造
成
は
県
の
開
発
許
可
を

得
て
実
施
し
、
計
画
通
り

に
盛
土
が
完
了
し
て
い
る

こ
と
を
検
査
し
て
い
ま
す
。

　

無
許
可
で
の
宅
地
造
成

や
盛
土
が
あ
っ
た
場
合
は

県
へ
情
報
提
供
し
、
指
導

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

西
本
…
次
の
町
長
選
挙
を

前
に
、
町
民
の
関
心
が
こ

れ
ま
で
の
施
策
の
発
展
や

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

西
本
…
防
草
シ
ー
ト
や
低

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
植
物
な
ど
、

省
力
化
・
持
続
可
能
な
方

法
を
検
討
し
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

町
長
…
防
草
シ
ー
ト
は
検

討
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
、

低
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
植
物
は

新
た
な
取
組
と
し
て
導
入

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

西
本
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
継
続
が
困
難
な
地
域

に
お
い
て
、
代
替
策
や
行

政
支
援
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
防
草
シ
ー
ト
の
敷

設
な
ど
、
省
力
化
の
方
策

に
つ
い
て
検
討
し
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

西
本
…
盛
土
規
制
法
の
全

面
施
行
を
踏
ま
え
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
基
準
や

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
整
備
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
県
の
許
可
申
請
等

の
手
引
き
に
申
請
許
可
の

条
件
、
完
了
検
査
の
実
施

等
、
十
分
な
内
容
が
規
定

さ
れ
て
お
り
、
町
独
自
の

整
備
は
必
要
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

西
本
…
盛
土
崩
落
の
リ
ス

ク
を
減
ら
す
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
追
加
的
対
策
や

監
視
強
化
を
検
討
し
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
町
と
し
て
は
、
盛

土
規
制
法
の
許
可
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
許
可
区
域

を
重
点
的
に
見
回
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
み
と
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
と
、
さ
ら
に
次

回
の
選
挙
に
ど
の
よ
う
に

向
き
合
う
の
か
、
町
民
へ

説
明
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

町
長
…
就
任
以
来
、
広
野

町
の
誇
り
と
な
る
施
策
、

復
興
事
業
、
火
力
の
町
の

展
望
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

第
３
期
復
興
創
生
期
間

が
き
わ
め
て
重
要
な
復
興

期
間
と
捉
え
、“
住
み
や

す
い
町
・
広
野
町
”
を
創

る
た
め
、
全
身
全
霊
、
身

命
を
賭
し
て
立
候
補
を
致

す
決
意
で
あ
り
ま
す
。

西
本
…
盛
土
に
関
す
る
異

常
や
危
険
性
が
確
認
さ
れ

た
場
合
、
町
と
し
て
ど
の

よ
う
に
住
民
へ
迅
速
な
情

報
提
供
を
行
い
、
避
難
対

応
を
確
実
に
実
施
す
る
の

か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
大
雨
な
ど
災
害
が

見
込
ま
れ
る
際
に
は
、
優

先
し
て
見
回
る
こ
と
で
、

住
民
へ
の
迅
速
な
情
報
提

供
を
行
い
、
避
難
誘
導
を

確
実
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
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　　　　　 〇：賛成　×：反対　議：議長　欠：欠席　病：病気等　退：退席　除：除斥　無：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

令和７年９月　第３回定例会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案
第41号

広野町議会議員及び広野町長の選挙におけ
る選挙運動の公費負担に関する条例の一部
を改正する条例

９/９ ８ ７ ７ ０
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

公職選挙法施行令の一部改正に伴い、所要の改正をするもの。

議　案 
第42号

職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例

９/９ 8 7 7 0
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正及び地方公務員の仕事と生活との両立支援制度の拡充等
に伴い、所要の改正をするもの。

議　案 
第43号

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部を改正する条例

９/９ 8 7 7 0
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

地方公務員の仕事と生活との両立支援制度の拡充に伴い、所要の改正をするもの。

議　案 
第44号

広野町税特別措置条例の一部を改正する条
例

９/９ 8 7 7 0
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

省令の一部改正に伴い、所要の改正をするもの。

議　案 
第45号

双葉地方広域市町村圏組合規約の変更につ
いて

９/９ 8 7 7 0
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

双葉地方町村会に設置している災害弔慰金審査会について、双葉地方広域市町村圏組合の共同処理をする
事務へ継承するため、所要の改正をするもの。

議　案 
第46号

福島県市町村総合事務組合規約の変更につ
いて

９/９ 8 7 7 0
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

南会津地方環境衛生組合が令和７年３月31日に解散したことに伴い、所要の改正をするもの。

議　案 
第47号

原状回復請求等調停事件の和解について ９/９ 8 7 7 0
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

議員５人より、個人情報を含む内容となるため、秘密会で審議することの発議が提出され、全会一致（３
分の２以上）の賛成により、秘密会（非公開）で審議を行いました。

議　案 
第48号

工事請負契約の締結について
（合宿の宿維持補修工事)

９/９ 8 7 7 0
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

本工事（予定価格5000万円以上）の入札落札者と工事請負契約を締結するため、議会の議決を求めるもの。

議　案 
第49号

工事請負契約の締結について（林専道狼山
叶沢線（７工区）開設工事）

９/９ 8 7 7 0
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

本工事（予定価格5000万円以上）の入札落札者と工事請負契約を締結するため、議会の議決を求めるもの。

議　案 
第50号

工事請負契約の変更契約について（広野町
学校給食共同調理場建設工事）

９/９ 8 7 7 0
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

本工事（予定価格5000万円以上）に係る契約金額を変更する変更契約を締結するため、議会の議決を求め
るもの。
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議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案
第51号

令和６年度広野町一般会計歳入歳出決算認
定について

９/９ ８ ７ ７ ０
原案 
認定

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和６年度同会計決算（歳入57億5756万円、歳出52億4913万円、繰越額１億889万円、実質収支３億9953万
円）に監査委員の意見を付して提案し、議会の認定に付するもの。

議　案 
第52号

令和６年度広野町国民健康保険特別会計歳
入歳出決算認定について

９/10 ８ ７ ７ ０
原案 
認定

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和６年度同会計決算（歳入７億2321万円、歳出６億5919万円、実質収支6401万円）に監査委員の意見を
付して提案し、議会の認定に付するもの。

議　案 
第53号

令和６年度広野町土地開発事業特別会計歳
入歳出決算認定について

９/10 ８ ７ ７ ０
原案 
認定

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和６年度同会計決算（歳入3610万円、歳出3559万円、実質収支51万円）に監査委員の意見を付して提案し、
議会の認定に付するもの。

議　案 
第54号

令和６年度広野町介護保険特別会計歳入歳
出決算認定について

９/10 ８ ７ ７ ０
原案 
認定

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和６年度同会計決算（歳入７億823万円、歳出５億8776万円、実質収支１億2047万円）に監査委員の意見
を付して提案し、議会の認定に付するもの。

議　案 
第55号

令和６年度広野町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について

９/10 ８ ７ ７ ０
原案 
認定

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和６年度同会計決算（歳入6691万円、歳出6624万円、実質収支66万円）に監査委員の意見を付して提案し、
議会の認定に付するもの。

議　案 
第56号

令和６年度広野町下水道事業会計歳入歳出
決算認定について

９/10 ８ ７ ７ ０
原案 
認定

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和６年度同会計決算（収入２億6972万円、支出２億4866万円、利益2106万円）に監査委員の意見を付し
て提案し、議会の認定に付するもの。

議　案 
第57号

令和７年度広野町一般会計補正予算
（第３号）

９/11 ８ ７ ７ ０
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ１億40万円を増額するもの。主な内容は企画総務費、障がい者福祉費、道路維持費等の
増額計上。

議　案 
第58号

令和７年度広野町国民健康保険特別会計補
正予算（第２号）

９/11 ８ ７ ７ ０
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ5026万円を増額するもの。主な内容は一般管理費、繰出金、予備費の増額計上。

議　案 
第59号

令和７年度広野町土地開発事業特別会計補
正予算（第２号）

９/11 ８ ７ ７ ０
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ4595万円を増額するもの。主な内容は一般管理費、駅東側整備事業費の増額計上。

議　案 
第60号

令和７年度広野町介護保険特別会計補正予
算（第２号）

９/11 ８ ７ ７ ０
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ１億2129万円を増額するもの。主な内容は介護給付費準備基金積立金、償還金、一般会
計繰出金の増額計上。
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次回の定例会は12月です

議会の様子を見てみませんか？

　議場傍聴席入口にある受付票に住所・氏名をご記入いただくだけで、議会を傍

聴できます。

　また、定例会の録画映像をインターネットでも配信しています。

　広野町ホームページまたは、右の二次元コードからアクセスで

きますので、ぜひご視聴ください。

●議会映像ホームページ　https://hirono.k-quick.net/

　　　　　 〇：賛成　×：反対　議：議長　欠：欠席　病：病気等　退：退席　除：除斥　無：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

令和７年９月　第３回定例会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案
第61号

令和７年度広野町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）

９/11 ８ ７ ７ ０
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ66万円を増額するもの。主な内容は後期高齢者医療保険料還付金、一般会計繰出金の増
額計上及び予備費の減額計上。

議　案 
第62号

令和７年度広野町下水道事業会計補正予算
（第１号）

９/11 ８ ７ ７ ０
原案 
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ８千円を増額するもの。主な内容は収益的支出のうち過年度損益修正損の増額計上。

議　案 
第63号

広野町教育長の任命に関する同意を求める
ことについて

９/11 ８ ７ ７ ０
原案 
同意

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

現教育長の根本良政氏（上北迫）が10月14日付をもって任期満了となることから、同氏を適任者と認め再
任するため、議会の同意を求めるもの。

議　案 
第64号

広野町教育委員会委員の任命に関する同意
を求めることについて

９/11 ８ ７ ７ ０
原案 
同意

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

現委員の渡辺昇氏（下北迫）が９月30日付をもって任期満了となることから、同氏を適任者と認め再任す
るため、議会の同意を求めるもの。

令和７年７月　第４回臨時会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案 
第40号

財産の取得について
（広野町学校給食共同調理場厨房用備品）

７/９ ８ ７ ７ ０
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

本備品（予定価格700万円以上）の入札落札者と備品購入契約を締結するため、議会の議決を求めるもの。
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令和７年７月１日～９月30日
〇:出席　×:欠席　△:遅刻、早退　-:員外　弔:弔事　研:研修　公:公務　病:病気等

月 日
曜　

日
開催会議名等

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

出席回数（回） 17 13 17 22 19 18 18 13

会議回数（回） 18 13 17 22 19 18 19 13

７

１ 火 町村議会広報研修会（福島県町村議会議長会主催） ○ - ○ ○ ○ ○ ○ -

８ 火 広報委員会 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ -

９ 水 令和７年第４回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９ 水 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 水 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 木 広報委員会 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ -

17 木 政治倫理条例に関する調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 月 広報委員会 ○ - - - ○ - - -

８

５ 火 双葉地方町村会・双葉地方町村議会議長会合同要望活動 - - - ○ - - - -

６ 水 双葉地方町村会・双葉地方町村議会議長会合同要望活動 - - - ○ - - - -

７ 木 総務文教常任委員会 ○ - - ○ ○ - - ○

８ 金 産業厚生常任委員会 - ○ ○ ○ - ○ ○ -

11 月 平田村・西会津町・広野町議会議員交流会 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 月 町村議会正副議長・事務局長研修会 - - - ○ - - ○ -

28 木 広報委員会研修 ○ - ○ ○ ○ ○ × -

９

２ 火 議会運営委員会 - ○ - ○ ○ ○ ○ ○

５ 金 令和６年度決算の事前説明会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８ 月 令和７年第３回定例会(１日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９ 火 令和７年第３回定例会(２日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 水 令和７年第３回定例会(３日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 木 令和７年第３回定例会(４日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 木 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 木 広報委員会 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ -

　議会の議長や、各委員長等から招集通知があり、開催された会議や研修の出欠状況です。

　このほかにも、町が主催する式典や小・中学校の発表会、広域圏組合や双葉地方町村議会議長会

が主催する会議にも出席しています。
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あ
な
た
の「
秋
」を
楽
し
む
方
法
は
？

四
季
を
感
じ
生
き
生
き
と
過
ご
す
た
め
に

編

　集

　後

　記

次
の
定
例
会
は
12
月
で
す

　

草
木
が
生
え
て
い
る

面
積
や
量
は
増
え
て
お

り
、
温
暖
化
で
成
長
で

き
る
期
間
が
延
び
た
他
、

大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

の
濃

度
は
上
昇
し
続
け
更
新

し
て
い
ま
す
。

　

温
暖
化
で
冬
が
短

く
な
り
、
光
合
成
に

Ｃ
Ｏ
２

の
濃
度
が
上
が

る
こ
と
は
植
物
の
成
長

に
と
っ
て
プ
ラ
ス
だ
が
、

酷
暑
や
干
ば
つ
に
よ
り

阻
害
さ
れ
る
懸
念
も
感

じ
て
い
ま
す
。

　

反
面
、
昨
年
か
ら
今

年
、
当
町
で
は
太
陽
光

パ
ネ
ル
等
公
共
施
設
で

設
置
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、「
電
流
を
制
御
可

能
と
し
た
」
方
法
や
順

序
に
つ
い
て
、「
考
え

を
賃
借
し
て
」
効
果
の

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
　

長  

渡
邉
正
俊

広
報
委
員
会

委 

員 

長　

西
内
玄
太

副
委
員
長　

西
本
久
雄

委　
　

員　

遠
藤　

浩

委　
　

員　

北
郷
伯
弘

委　
　

員　

高
木
光
雄

出
る
利
用
も
ス
タ
ー
ト

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

拠
り
所
が
良
く
な
る
と

誇
り
を
持
て
ま
す
。

�

（
北
郷　

伯
弘
）華やかに咲くハイビスカス

　

四
季
を
感
じ
る
こ
と
は
、
日
々
の
暮
ら
し
を
豊
か

に
し
、心
の
安
定
や
情
緒
の
育
成
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
た
夏
も
終
わ
り
、
食
・
芸

術
・
ス
ポ
ー
ツ
と
色
ん
な
楽
し
み
を
堪
能
で
き
る
秋

の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
秋
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

食
欲
の
秋
は
美
味
し
い

野
菜
が
た
く
さ
ん
揃
い
ま

す
。

　

お
味
噌
汁
に
す
る
と
沢

山
の
旬
の
野
菜
を
一
度
に

味
わ
え
栄
養
も
摂
れ
て
美

味
し
さ
も
増
し
ま
す
。

　

広
野
町
は
一
年
中
、
美

味
し
い
長
ネ
ギ
が
収
穫
さ

れ
直
売
所
に
並
ん
で
い
ま

す
し
、
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
サ
ツ
マ
イ
モ
、
カ
ボ

チ
ャ
、
里
芋
、
白
菜
、
小

松
菜
な
ど
を
入
れ
た
豚
汁

に
す
る
の
も
美
味
し
い
季

節
な
の
で
楽
し
み
で
す
。

　

私
は
箒
平
に
移
住
し
て

11
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

箒
平
は
山
と
清
流
に
囲

ま
れ
た
理
想
郷
で
す
。

　

普
段
は
若
者
が
建
築
を

学
び
成
長
し
て
帰
る
場
で

す
が
、
秋
に
は
、
自
然
を

背
景
に
油
絵
の
野
外
展
示

を
行
い
自
然
と
芸
術
が
堪

能
で
き
る
「
憩
い
の
場
」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

是
非
、
こ
ち
ら
に
来
た

際
は
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

木き

む

ら村　

久く

み
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さ
ん

�

（
下
浅
見
川
）

松ま
つ
も
と元　

孝こ
う
い
ち



一
さ
ん

�

（
上
浅
見
川
）


